
第5回　関西元気な地域づくり発表会 

〈地域資源活用〉 

1．活動方針・目的 

　　　日本最古の仏教寺院である四天王寺を核にして、他の組織・団体と協働しながら小学校区である

　　大江地域の活性化と安心安全な「まちづくり」を推進する。 

 

2．活動内容 

　　　協議会として自ら活動するだけでなく、協議会が地域の様々な活動のコーデｲネーター 

　　結節点の役割を果たしている 

　　（1）大江まちづくり協議会の活動 

　　　　　　イ、四天王寺大晦日・元旦の除夜の鐘、開運・招福の鐘行事に合わせ参道と境内を灯籠で飾り、 

　　　　　　　　賑わいを彩る 

　　　　　　ロ、７月の七夕前後の土日を中心に四天王寺に於いて「七夕のゆうべ」を実行 

　　　　　　　（内容）笹トンネル、七夕参道飾り、七夕コンサート、七夕縁日、 

　　　　　　　　七夕星空上映会　天王寺七坂巡り 

　　　　　　ハ、大江ふれあい朝市の開催 

　　　　　　ニ、四天王寺に因んだ新名産品の開発と販売の推進 

　　　　　　ホ、タウン誌「わがまち大江」の定期発行、協議会のホームページ立ち上げ。 

　　（2）地域の他の団体との協働 

　　　　　　イ、放置自転車の整理と市による駐輪場の設置 

　　　　　　ロ、大江体育施設開放事業運営委員会との協働 

　　　　　　　　・９月の大江ふれあい祭り 

　　　　　　　　・暮れの餅つき大会・・・青少年指導員会との協働 

　　　　　　　　・四天王寺にての大江小学校児童の写経会 

　　　　　　ハ、地域の婦人会との月一度のふれあい喫茶と出前講義などの開催 

　　　　　　ニ、大阪市街並み集計事業の窓口、門前町の活性化推進 

 

3．他の活動団体の参考となる事例 

　　　○小学校区という地縁・人縁の強い地域を中心として活動を行っているため、協議会のメンバー

　　　　が他の地域の組織のメンバーを兼ねていることも多く、 

　　　　新たな事業を行うに当たって協力協調関係を築き易い。 

　　　○子どものための活動や問題解決型の事業は地域の関係者の支持・協力を得やすい 

 

4．今後の課題等 

　　　○困難な協議会メンバーの拡大、活動資金の制約 

　　　○一部のメンバーへの時間的、金銭的、肉体的負担増 

　　　○事業の成功と共に政治的な思惑等も現出し、「地域のため」というかけ声だけでは地域の　　　

　　　　一体的活動が出来にくいケースも出てくる 
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